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３月１１日（木）に第７４回卒

業式を挙行いたしました。今年度

も新型コロナウイルス感染症対策

として，卒業生，保護者，教職員

のみの出席による実施となりまし

た。

当日，在校生は休業日扱いとし

たので出席できませんでしたが，

代表として２年生の相澤実来さん

が送辞を，３年生を代表して齋藤

涼夏さんが答辞を述べました。

１時間あまりでしたが，式にふ

さわしい所作が際立つ，素晴らし

い卒業式となりました。卒業生，

そして保護者の皆様，誠におめで

とうございました。

校長式辞より
巣立ちゆく皆さんの門出に向けて次の言葉を送ります。それは「歩み続けろ，そして転んでもただで

は起きるな」です。この言葉は偉人や著名な人の言葉では無く、私が日々心掛けている言葉です。昨年度
から今年度にかけてはコロナ禍により、学校の活動も含め社会全体に制限や制約が不可欠になってしまい
ました。そのような中、皆さんは絶望感や無力感に押し流されてしまっていたのかというと、そうではあ
りません。しっかり現実と向き合い、対応しながら日々を過ごし、工夫をすることで限られた時間・場所
の中で最高の結果を残すことができました。〈中略〉卒業生の皆さん、皆さんの未来は洋々と輝いていま
す。夢や希望を持ち、感謝する心を忘れずに歩んでいってください。巣立ちゆく皆さんの未来に、幸多か
れと祈りながら、学校長の式辞といたします。



２月２５日（木），安田弁護士，奈良部弁護士，山口弁護士の

３名の弁護士の方々が３年生の社会科の授業に講師として加わ

り，齋藤教諭とともに授業を行いました。授業内容は公民的分

野の「法と社会を考える」で，授業の視点は「法律と一般的な

社会通念の違いを知り，法治国家の中で生きる国民としての資

質を養う」，「法律の専門家である弁護士の意見を聞き，法的考

え方を学ぶ」でした。

授業の冒頭に，架空の事例について齋藤教諭から説明があり，

それが事故なのか事件なのかの判断を通して，生徒たちは法律

について学びを進めていきました。弁護士さんからは，専門的

な話も交え，わかりやすく丁寧な説明もいただきました。身近

にある出来事にも法律が深く関係し，法の大切さと学ぶことの

意味を深く感じられた授業となりました。

ふれあい文化教室が３月１５日（木），１９日（金）の両日に行われ，それぞれ１，２年生が参

加しました。今年は「三味線を通して，我が国の音楽に親しむ心情を育てる」を目的とし，講師の

小山貢清世先生，他４名の先生方が楽器の説明や実演，そして演奏指導を行いました。小学校の時

に体験している生徒もいましたが，生まれて初めて三味線にふれる生徒も多く，最初は怖々とした

態度でしたが，指導を受け，慣れるに従って落ち着いて演奏できるようになりました。生徒は今回

の体験を通し，日本古来の楽器とその音楽の良さを十分に感じることができました。

３月１６日（火）に，１，２学

年の保護者会がありました。今年

度はコロナ禍により，これまで数

回の実施が見送られ，今回が最初

で最後の授業参観・保護者会とな

りました。

５校時の授業参観が終わり，生

徒の下校後に保護者の方々は１，

２学年それぞれ南館多目的室，体

育館へ移動し，保護者会を行いま

した。１学年の内容は，１年間を

振り返ってのスライドショーや令

和３年度立志記念スキー教室そし

て令和４年度修学旅行等について

です。２学年は進路，生活・学習に加え，令和３年度修学旅行等についてでした。来年度において

も，実施については不透明なところがありますが，引き続き本校教育活動への保護者の皆様のご理

解とご協力をよろしくお願いいたします。


